
～森林認証で目指す林業成長産業化～

3 2016.12 No.117   林野

静岡県
浜松市

3 2016.12 No.117   林野



　
浜
松
市
の
地
方
創
生
へ
の
取
組
は
、
市
民
に
と
っ
て
「
魅
力
あ

る
し
ご
と
に
あ
ふ
れ
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
」、
事
業
者
に
と
っ
て

「
自
立
的
、
安
定
的
、
継
続
的
に
事
業
活
動
が
で
き
る
ま
ち
」
と
し

て
浜
松
市
の
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
持
続
可
能
な
社
会
」、「
環

境
に
配
慮
し
た
社
会
」、「
強
靭
な
社
会
」
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い

く
も
の
で
す
。

　

天
竜
材
の
ふ
る
さ
と
、
浜
松
市
天
竜
区
及
び

北
区
引
佐
町
地
域
の
一
帯
は
、
そ
の
温
暖
な
気

候
や
河
川
交
通
路
と
し
て
の
天
竜
川
の
存
在
な

ど
か
ら
、
古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん
で
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
を
中
心
と
し
た
美
し
い
人
工
林
（
人
が
植

林
し
て
造
り
上
げ
た
森
林
）
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
美
し
さ
は
「
天
竜
美
林
」
と
も
呼

ば
れ
、
奈
良
県
吉
野
、
三
重
県
尾
鷲
と
並
び
、

日
本
３
大
人
工
美
林
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
山
づ
く
り
に
か
け
る
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
思
い
が
美
し
い
森
林
を
形
成
し
、
そ
の

伝
統
と
技
術
は
、
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
美
し
い
森
林
を
作
る
こ
と
は
、
持
続
可

能
な
森
林
経
営
を
も
意
味
し
、
２
０
１
０
年
３

月
に
は
、
国
際
認
証
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。

地
域
自
慢
の
大
切
な
資
源

　

浜
松
市
の
面
積
は
、
お
よ
そ
１
５
６
千
ha
で

岐
阜
県
高
山
市
に
次
い
で
全
国
第
２
位
の
面
積

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
天
竜
区
を
中
心
と
し
た

森
林
面
積
は
、
お
よ
そ
66
％
（
１
０
３
千
ha
）。

そ
の
う
ち
国
有
林
を
除
い
た
民
有
林
（
81
千

ha
）
の
人
工
林
面
積
は
、
お
よ
そ
76
％
（
62
千

ha
）。
木
材
生
産
量
は
１
１
７
千
㎥
（
平
成
27

年
度
）
を
誇
り
、
日
本
有
数
の
木
材
産
地
で
す
。

　

天
竜
美
林
は
、
木
材
生
産
の
場
ば
か
り
で
な

く
、
水
資
源
の
確
保
や
山
地
災
害
の
防
止
、
二

酸
化
炭
素
吸
収
な
ど
に
よ
る
地
球
環
境
の
保
全

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
療
養
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
創
出

な
ど
多
面
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
資
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

静岡県
浜松市
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犬居城跡からの眺望（天竜区春野町）

〔浜松市〕
面 積 156千ha
森林面積 103千ha
森 林 率 66%

天竜浜名湖線 都田川鉄橋



地
域
が
連
携
し
て
取
得
し
た
森
林
認
証 

　

２
０
１
０
年
３
月
、
浜
松
市
天
竜
区
及
び
北
区
引
佐
町
地
域

の
森
林
の
う
ち
１
８
４
０
０
ha
が
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
浜
松
市
を
は
じ
め
、
静
岡
県
、
国
、
各

地
域
の
森
林
組
合
で
組
織
し
た
グ
ル
ー
プ
「
天
竜
林
材
業
振
興

協
議
会
」
が
取
得
し
た
も
の
で
、
森
林
組
合
が
連
携
し
て
の
取

得
は
、
全
国
初
の
事
例
で
す
。

　

森
林
環
境
保
全
に
配
慮
し
、
地
域
社
会
の
利
益
と
、
経
済
的

に
も
継
続
可
能
な
か
た
ち
で
管
理
さ
れ
た
森
林
の
認
証
で
あ
り
、

本
地
域
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
と
技

術
が
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
証
材
生
産
量
も
６
・
９
万
㎥
（
平
成
27
年
度
）
で

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
、
日
本
国
内
で
は
有
数
の
認

証
材
の
生
産
地
で
す
。

５
世
紀
に
わ
た
り
地
域
を
支
え
る
林
業

　

天
竜
地
域
で
の
植
林
の
始
ま
り
は
、
文
明
年

間
（
１
４
６
９
年
～
）
に
秋
葉
神
社
境
内
（
浜

松
市
天
竜
区
春
野
町
）
の
心
願
造
林
（
寄
進
造

林
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
り
、 

１
６
９
６
年
（
元
禄
９

年
）、
山
住
神
社（
天
竜
区
水
窪
町
）の
23
代
目

宮
司
、
山や

ま

住ず
み

大だ
い

膳ぜ
ん
の

亮す
け

茂し
げ

辰た
つ

が
ス
ギ
苗
木
３
万

本
を
植
林
し
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、

36
万
本
に
も
の
ぼ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
浜
松
市
で
の
本
格
的
な
人
工
造
林

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

本
格
的
な
植
林
が
始
ま
っ
た
の
は
、
江
戸
時

代
中
期
以
降
で
す
。
当
時
の
証
文
な
ど
に
よ
る

と
既
に
木
材
が
立
派
な
商
品
価
値
を
持
っ
て
お

り
、
加
工
さ
れ
た
貫ぬ

き

板い
た

や
柿

こ
け
ら

板い
た

（
屋
根
を
葺
く

た
め
の
部
材
）
は
天
竜
川
を
流
送
し
、
河
口
の

掛
塚
港
か
ら
帆
船
で
江
戸
へ
輸
送
さ
れ
「
掛
の

貫
、
掛
の
板
」
と
し
て
名
声
を
博
し
た
と
い
い

ま
す
。

　

明
治
に
な
る
と
郷
土
の
偉
人
：
金き

ん

原ぱ
ら

明め
い

善ぜ
ん

が
、

天
竜
川
の
氾
濫
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
私
財
を
な

げ
う
っ
て
植
林
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が
天
竜
林
業
が
大
き
く
発
展
す
る
礎
を
築
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
戦
後
の
復
興
期
に
は
、
首
都

圏
の
住
宅
需
要
に
応
え
る
べ
く
多
く
の
木
材
が

全
国
に
流
通
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
の
時
代
を
超
え
た
努
力
の
結
果
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
を
主
体
と
し
た
現
在

の
天
竜
美
林
が
形
成
さ
れ
、
全
国
に
も
誇
る
資

源
を
有
す
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
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浜
松
市
内
の
多
く
の
企
業
等
が
、
森
林
認
証
の

理
念
に
共
感
し
、
認
証
取
得
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

浜
松
市
は
、
全
国
で
最
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

つ
な
が
っ
て
い
る
地
域
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

森
林
認
証
に
は
、
森
林
管
理
を
認
証
す
る
Ｆ
Ｍ

（Forest M
anagem

ent

）
認
証
と
、
認
証
さ
れ
た

森
林
か
ら
産
出
さ
れ
た
林
産
物
の
適
切
な
加
工
・

流
通
を
認
証
す
る
Ｃ
ｏ
Ｃ
（C

hain of C
ustody

）

認
証
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
木
材
関
係
の
60
の
団
体
等
が
加
工
・

流
通
認
証
を
取
得
し
て
お
り
、
森
林
組
合
、
製
材
、

流
通
、
さ
ら
に
は
木
材
加
工
業
、
工
務
店
ま
で
の

あ
ら
ゆ
る
団
体
が
存
在
す
る
た
め
、
認
証
を
う
け

た
製
材
品
の
安
定
供
給
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
４
月
に
は
、
地
元
の
認
証
取

得
工
務
店
に
よ
り
、
Ｆ
Ｍ
認
証
と
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
を

満
た
す
天
竜
材
を
使
用
し
た
住
宅
が
完
成
し
ま
し

た
。
単
独
認
証
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
初
め
て
工

務
店
数
社
で
の
グ
ル
ー
プ
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、

民
間
住
宅
で
の
使
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
認
証
を
受
け

る
仕
組
を
活
用
し
た
浜
松
市
天
竜
区
役
所
や
浜
松

信
用
金
庫
於
呂
支
店
な
ど
、
大
型
物
件
で
も
認
証

材
が
使
用
さ
れ
た
最
先
端
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

森
林
認
証
材
の
安
定
供
給
が
可
能

概　要
○	構造・規模：鉄骨造一部木造　２階建
	 （延床面積：658.16㎡）
○	工期：平成27年３月～平成27年９月
○	市産材使用量：20㎥（すべて森林認証材を使用）
○	主な使用樹種：スギ、ヒノキ
特　徴
○	木材利用推進中央協議会主催の「平成28年度木材利用
優良施設コンクール」で林野庁長官賞を受賞

森林認証材を使用した施設

概　要
○	構造・規模：木造一部鉄筋コンクリート造（免震構造）
	 （延床面積：4,000.23㎡）
○	工期：平成21年５月～平成23年12月
○	市産材使用量：143㎥（うち森林認証材使用量：7.3㎥）
○	主な使用樹種：スギ、ヒノキ
特　徴
○	静岡県が本年度から創設した「ふじのくに木使い建築施
設表彰」で最優秀賞を受賞

浜松信用金庫於呂支店 天竜区役所
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〝
森
林
整
備
か
ら
木
材
利
用
の
時
代
へ
〟の
変
革
に
合
わ
せ
た

天
竜
材
の
地
産
外
商

　

昨
今
、
森
林
・
林
業
業
界
は
、“
森
林
整
備
か
ら

木
材
利
用
の
時
代
へ
”
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
森
林
整
備
の
過
程

で
生
産
さ
れ
た
間
伐
材
等
の
利
用
拡
大
が
森
林
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、木
材
の

需
要
拡
大
に
加
え
て
、高
品
質
な
木
材
の
安
定
供
給

体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
り
、中
小
等
の
木
材
加

工
・
流
通
業
者
が
集
積
す
る
本
市
と
し
て
は
、中
小

規
模
の
事
業
者
の
有
機
的
な
連
携
が
急
務
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
地
域
で
は
、
地
元
中
小
製
材
業
者

15
社
が
初
め
て
連
携
し
て
、
平
成
27
年
３
月
に
完

成
し
た
大
規
模
木
造
建
築
物
で
あ
る
、
静
岡
県
草

薙
総
合
運
動
場
体
育
館
「
こ
の
は
な
ア
リ
ー
ナ
」

に
高
品
質
な
天
竜
材
を
製
品
ベ
ー
ス
で
８
４
０
㎥

供
給
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
供
給
の
過
程
で
の
様
々
な
課
題

を
克
服
し
、
今
後
の
地
域
内
外
の
大
中
規
模
木
造

物
件
へ
の
木
材
の
安
定
供
給（
＝
地
産
外
商
）に
向

け
た
連
携
強
化
や
品
質
向
上
、
徹
底
し
た
品
質
管

理
体
制
の
構
築
等
を
目
的
に「
天
竜
材
水
平
連
携
協

議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。
本
協
議
会
に
は
、
地
元

製
材
業
者
や
森
林
組
合
等
20
社
・
団
体
が
参
画
し

て
い
ま
す
。
現
在
同
協
議
会
に
は
、
大
中
規
模
木

造
物
件
へ
の
木
材
供
給
に
関
わ
る
相
談
等
が
多
数

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
木
材
の
供
給
体
制
を
武
器
に
、木
材
業

界
の
注
目
の
的
で
あ
る
新
国
立
競
技
場
を
は
じ
め

と
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

係
施
設
へ
の
木
材
供
給
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
中
規
模
木
造
物
件
へ
の
天
竜
材
の

安
定
供
給
に
向
け
て
は
、
原
木
の
安
定
確
保
も
重

要
に
な
り
ま
す
。
６
つ
の
森
林
組
合
を
抱
え
る
本

市
で
は
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
天
竜
営
業
所

を
原
木
の
大
量
受
注
窓
口
と
し
、
大
手
木
材
商
社

等
か
ら
の
受
注
に
対
し
て
、
原
木
の
確
保
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
異
な
る
企
業
・
団
体
を
取
り
ま
と

め
、
地
域
が
一
体
と
な
り
木
材
製
品
と
原
木
供
給

の
窓
口
を
一
元
化
し
た
例
は
全
国
的
に
も
少
な
く
、

本
市
は
、
こ
の
浜
松
モ
デ
ル
を
武
器
に
、
今
後
も

海
外
を
含
め
た
天
竜
材
の
地
産
外
商
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
連
携
し
た
天
竜
材
の
地
産
地
消

　

地
元
の
天
竜
材
の
利
用
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、

地
産
地
消
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
地
元
金
融
機
関
と
共
に
、
地

産
地
消
に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
や
地
方
創
生
、
さ

ら
に
は
、
都
市
の
木
質
化
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
等

を
目
的
と
し
た
協
議
会
を
官
民
連
携
で
今
年
６
月
に
設

立
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
木
材
を
利
用
す
る
側
の
建
設
業
界
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
木
造
物
件
の
発
注
主
と
な
る
消
費
者
に
最
も

近
い
立
場
の
業
界
が
組
織
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
木
材
の
利
用
拡
大
（
＝
地
産
地
消
）
に
つ
な

が
る
か
ら
で
す
。

　

現
在
、
本
協
議
会
に
は
、
木
材
の
供
給
サ
イ
ド
（
林

業
事
業
体
・
木
材
関
連
事
業
者
）
と
利
用
サ
イ
ド
（
建

設
・
設
計
事
業
者
）、
行
政
や
、
個
人
・
企
業
を
支
援

す
る
金
融
機
関
な
ど
１
１
７
社
・
団
体
が
参
画
し
て
お

り
、
ま
さ
に
、
木
材
流
通
に
関
わ
る
川
上
か
ら
川
下
ま

で
が
一
堂
に
会
す
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
組
織
で
す
。

　

本
協
議
会
は
、３
つ
の
部
会
に
よ
り
、天
竜
材
の
地
産

地
消
等
に
向
け
、専
門
的
か
つ
実
践
的
な
検
討
・
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
の
事
業
に
お
い
て
も
、単
な
る

勉
強
会
だ
け
で
な
く
、会
員
企
業
・
団
体
に
お
け
る
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

今
後
も
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

浜松地域
FSC・CLT利活用推進協議会

　天竜流域で生産された木材の地産地消による地域産業
の活性化や地方創生、さらには、都市の木質化による地球
温暖化防止等に寄与することを目的に設立。本協議会を通
じて、森林認証材を中心とした地元の木材（天竜材）の利活
用を「民」・「官」連携により積極的に推進していきます。
会員数：	117社・団体
	 （建築41、設計13、製材16、流通19、
	 素材生産８、その他15、金融４、行政１）

「グリーンレジリエンス」の推進に関わる
連携・協力協定

　平成28年10月31日、浜松市と三井住友海上火災保険㈱は、森林資
源を活用した産業振興と、防災や減災を並行的に進める『グリーンレジ
リエンス連携・協力協定」を締結しました。本協定は、浜松市域の約７
割を占める森林資源を活用した産業振興を通じて、都市の強靭化と地方
創生を実現することを目的としたもので、グリーンレジリエンスの推進
を目的とした地方自治体と民間企業による連携協定は、市町村では全国
初の事例になります。
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